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かしこ暮
く

らしっく長
ながおかきょう

岡京
私
わたし

の好
す

きな京
き ょ う と

都

仲
なかむら

村菁
せい

( 台
たいわん

湾 )

01

　こんにちは、 私
わたし

の名
な ま え

前は仲
なかむら

村菁
せい

と申
もう

します。出
しゅっしん

身は台
たいわん

湾の彰
しょうか

化で

す。 私
わたし

はバックパックを担
かつ

いで世
せかいじゅう

界中を旅
りょこう

行するのが大
だ い す

好きで、
日
に ほ ん

本には 3
さんじゅっかいいじょう

0 回 以 上来
き

ました。
　今

いま

は、「かしこ暮
く

らしっく長
ながおかきょう

岡京」を標
ひょうご

語として町
まち

おこしをしてい
る長

ながおかきょうし

岡京市に住
す

んでいます。
　長

ながおかきょうし

岡京市は京
きょうと

都から西
せいなん

南に約
やく

1
じゅっ

0km にあり、京
きょうと

都や大
おおさか

阪へは、
JR や阪

はんきゅう

急が通
とお

っていて便
べ ん り

利です。この町
まち

は、西
にしやま

山を背
せ

にして四
し き

季
の自

し ぜ ん

然を楽
たの

しめる美
うつく

しいところで、くつろげます。豊
ゆた

かな歴
れ き し

史があり、
最
さいだい

大のトピックは奈
な ら

良の平
へいじょうきょう

城京から 784 年
ねん

に長
ながおかきょう

岡京として遷
せ ん と

都され
たことです。その後

あと

、794 年
ねん

には京
きょうと

都に平
へいあんきょう

安京として遷
せ ん と

都されまし
た。
　日

に ほ ん

本には、どの季
き せ つ

節にも美
うつく

しい自
し ぜ ん

然があります。特
とく

に千
せんねん

年の古
こ と

都
である京

きょうと

都には、古
ふる

い寺
てら

などの建
けんちくぶつ

築物と歴
れ き し

史に囲
かこ

まれた雰
ふ い ん き

囲気があ
り、落

お

ち着
つ

いた生
せいかつかんきょう

活環境の町
まち

となっています。

　京
きょうとてつどうはくぶつかん

都鉄道博物館の扇
せんけいしゃこ

形車庫は、故
こきょう

郷の彰
しょうか

化にある扇
せんけいしゃこ

形車庫と同
おな

じで、歴
れきしじょう

史上の遺
い さ ん

産てす。台
たいわん

湾と京
きょうと

都はとても似
に

ているので特
とくべつ

別
な思

おも

い入
い

れがあります。京
きょうと

都の人
ひとびと

々はとても温
あたた

かく、礼
れい

に始
はじ

ま
る日

に ほ ん じ ん

本人ならではの伝
でんとう

統を感
かん

じます。先
さき

にお礼
れい

を言
い

って、挨
あいさつ

拶
すれば、お互

たが

いに仲
な か よ

良くすることができます。また、外
がい

国
こくじん

人の
記
き お く

憶に残
のこ

る簡
かんたん

単ですが親
した

しみのある京
きょうと

都の習
しゅうかん

慣があります。例
たと

え
ば、毎

まいあさ

朝、花
はな

に水
みず

をやり路
ろ じ

地に水
みず

をまき掃
そ う じ

除をするときに、お互
たが

いに挨
あいさつ

拶します。私
わたし

が仕
し ご と

事を探
さが

していたとき、近
きんじょ

所の人が私
わたし

を
商
しょうこうかいぎしょ

工会議所に連
つ

れて行
い

って、あらゆる面
めん

で助
たす

けてくれました。

　郵
ゆうびんきょく

便局のサービスにもびっくりしました。アメリカの友
ともだち

達への荷
に も つ

物が届
とど

か
なくて、アメリカでの郵

ゆうびんぶつ

便物の追
ついせき

跡ができなかったときには、向
む こ う ま ち

日町郵
ゆうびんきょく

便 局
の方

かた

が親
しんせつ

切にプロとして、すぐに解
かいけつ

決してくれました。「荷
に も つ

物が届
とど

きましたら
すぐに電

で ん わ

話します」、とハガキで知
し

らせを頂
いただ

きました。長
ながおか

岡今
いまざとゆうびんきょく

里郵便局に私
わたし

の
キャッシュカードを忘

わす

れたときも、すぐに電
で ん わ

話があり、戻
もど

ってきました。思
おも

いやりの精
せいしん

神に本
ほんとう

当に感
かんどう

動しました。おもてなしを大
たいせつ

切にする日
に ほ ん

本のサービ
スは、本

ほんとう

当に世
せ か い い ち

界一だと思いました。
　京

きょうと

都で日
に ほ ん ご

本語を教
おし

えるボランティアの先
せんせい

生はたくさんいて、どの先
せんせい

生もレッ
スンを大

たいせつ

切にし、一
いっしょうけんめい

生懸命に教
おし

えてくれます。それだけでなく、日
ひ ご ろ

頃の生
せいかつ

活
についても教

おし

えてくれます。
　京

きょうと

都の『おこしやす』は、ゆっくり体
たいけん

験してから、だんだん意
い み

味が解
わか

って
くる京

きょうとじん

都人のあいさつです。この千
せんねん

年の古
こ と

都から深
ふか

く学
まな

ぶ事
こと

をできることが
好
す

きになっていくと思
おも

います。京
きょうと

都と長
ながおかきょう

岡京でおすすめ、のんびり暮
く

らし。
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02　京
き ょ う と

都と沖
お き な わ

縄をつなぐ寺
て ら

池
い け み や ぎ

宮城 安
や す こ

子

　檀
だんのうほうりんじ

王法林寺は三
さんじょうおおはし

条大橋の東
ひがしがわ

側のたもとにあり、「壇
だん

のうさ

ん」とよばれて親
した

しまれています。この寺
てら

と沖
おきなわ

縄は深
ふか

いつ
ながりがあります。寺

てら

では「沖
おきなわ

縄フェスタ in 京
きょうと

都」と「ピー
スフルコンサート」が行

おこな

われます。
　沖

おきなわ

縄フェスタは県
けんじんかい

人会の人
ひと

たちや琉
りゅうきゅうみんよう

球民謡を楽
たの

しみたい
と集

あつ

まったファンクラブの人
ひと

たちが始
はじ

めたものです。毎
まいとし

年
5 月

がつ

に行
おこな

われます。境
けいだい

内から聞
き

こえてくる力
ちからづよ

強い太
た い こ

鼓の響
ひび

きに近
ちか

くの人
ひとびと

々や通
とお

りがかった人
ひと

たちが集
あつ

まって来
き

て盛
せいだい

大
な祭

まつ

りとなりました。
　ピースフルコンサートは 6 月

がつ

23 日
にち

の慰
い れ い

霊の日
ひ

の前
ぜ ん ご

後に
行
おこな

われます。太
たいへいようせんそうちゅう

平洋戦争中、沖
おきなわせん

縄戦で亡
な

くなった人
ひとびと

々を追
つい

悼
とう

したいという信
しがはらじゅうしょく

ケ原住職の強
つよ

い願
ねが

いから始
はじ

まりました。
　寺

てら

と沖
おきなわ

縄の結
むす

びつきは 1600 年
ねんごろ

頃にさかのぼります。後
のち

に檀
だんのうほうりんじ

王法林寺を開
ひら

いた袋
たいちゅうしょうにん

中上人が仏
ぶっきょう

教を学
まな

ぶため明
みん

( 中
ちゅうごく

国 )
に渡

わた

りたいと琉
りゅう

球
きゅう

( 沖
おきなわ

縄 ) まで行
い

ったのですが、渡
と み ん

明する
ことがかないませんでした。沖

おきなわ

縄に３年
ねん

ほど滞
たい

在
ざい

すること
になり、そこでこの寺

てら

と沖
おきなわ

縄のつながりが深
ふか

まったのです。
その後

あと

、交
こうりゅう

流は途
と だ

絶えていましたが 1920 年
ねんだい

代から再
ふたた

び
交
こうりゅう

流が始
はじ

まりました。
　沖

おきなわ

縄のことを学
まな

びたいと若
わか

い人
ひと

から年
ねんぱい

配の人
ひと

たちまで「檀
だん

のうさん」に集
あつ

まってきます。今
こ と し

年は特
とく

に沖
おきなわ

縄の日
に ほ ん ふ っ き

本復帰
50 周

しゅうねん

年で関
かんしん

心をもった多
おお

くの人
ひと

が集
あつ

まっています。

03　指
ゆ び わ

輪をいただきました 川
かわさき

嵜雅
ま さ し

司

ごはんを食
た

べる前
まえ

の「いただきます」は挨
あいさつ

拶で習
なら

い
ます。では「指

ゆ び わ

輪をいただきました」はどんな時
とき

に使
つか

うでしょう。指
ゆ び わ

輪を食
た

べました、ではないですよ。

外
がいこくじん

国人のための日
に ほ ん ご

本語の教
きょうかしょ

科書で勉
べんきょう

強するとき、「あ
げる」と「もらう」という表

ひょうげん

現がでてきます。日
に ほ ん じ ん

本人
がよく使

つか

う同
おな

じ意
い み

味の表
ひょうげん

現で「さしあげる」と「やる」
や、「いただく」「くださる」「くれる」もありますが、
どう違

ちが

うのでしょうか。

日
に ほ ん ご

本語では「あげる」と「もらう」の表
ひょうげん

現がとても
多
おお

いです。その上
うえ

、花
はな

や指
ゆ び わ

輪など品
しなもの

物のやりとりだけ
ではありません。動

ど う さ

作の「取
と

る」を使
つか

って「取
と

って
あげる」「取

と

ってもらう」と言
い

います。また、行
こ う い

為の
「教

おし

える」を「教
おし

えてあげる」「教
おし

えてもらう」という
使
つか

い方
かた

もします。外
が い こ く ご

国語では違
ちが

う表
ひょうげん

現を使
つか

う言
い

い方
かた

も
多
おお

いです。あなたの国
くに

ではどうでしょう。

日
に ほ ん ご

本語母
ぼ ご

語話
わ し ゃ

者はこんなにたくさんある表
ひょうげん

現を無
む い

意
識
しき

に使
つか

っています。でも、たくさんあるので間
ま ち が

違って
使
つか

うこともあります。

日
に ほ ん じ ん

本人に聞
き

いて下
くだ

さい。花
はな

や指
ゆ び わ

輪を「give」の意
い み

味
で使

つか

う「あげる」「さしあげる」「やる」と、「receive」
の意

い み

味で使
つか

う「くれる」「もらう」「くださる」「いただく」
はそれぞれどんな時

とき

に、誰
だれ

が、誰
だれ

に対
たい

して使
つか

う言
こ と ば

葉で
しょうか。それを自

じ ぶ ん

分で一
いちらんひょう

覧表にして、使
つか

ってみて下
くだ

さい。ひとつずつ使
つか

い方
かた

が正
ただ

しいかどうか聞
き

きましょ
う。おもしろい交

こうりゅう

流になるでしょう。

※放
ほうそうだいがく

送大学講
こ う ぎ

義 日
に ほ ん ご が く

本語学入
にゅうもん

門（‘20）

第
だい

9 回
かい

 前
ま え だ

田直
な お こ

子学
がくしゅういんだいがく

習院大学教
きょうじゅ

授の

まとめを参
さんこう

考にしました。
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石
いしはら

原 啓
け い こ

子04　ウクライナに平
へ い わ

和を：京
き ょ う と じ ん

都人の支
し え ん

援

　イベント ｢ウクライナに平
へいわ

和を ｣が京
きょうとしこくさいこうりゅう

都市国際交流

協
きょうかい

会などの主
しゅさい

催で 4月
がつ

30 日
にち

から同
どうかいかん

会館でひらかれま
した。日

にほん

本に住
す

むウクライナ人
じん

たちが企
きかく

画したもので
す。歴

れきし

史・言
げんご

語・民
みんぞくがく

俗学のレクチャー、パネルディスカッ
ション、民

みんげい

芸のワークショップ、歌
うた

・ダンスなどがあり、
2
ふつかかん

日間で 2500 人
にん

が足
あし

を運
はこ

びました。

　ウクライナのロシア化
か

を図
はか

るすさまじい攻
こうげき

撃で、多
おお

くの犠
ぎせいしゃ

牲者が出
で

ていますが、キーウ出
しゅっしん

身のウクライナ
人
じん

は訴
うった

えます。「私
わたし

たちは命
いのち

のためでなく、アイデン
ティティのために戦

たたか

っている。言
ことば

葉や文
ぶんか

化を失
うしな

ったら、
命
いのち

だけがあっても生
い

きていることにはならない」と。
　民

みんぞくがく

俗学の片
かたおか

岡浩
ひ ろ し し

史氏は、「なぜ、その地
ち

にとどまる
のか。土

と ち

地はウクライナ人
じん

にとって聖
せい

なるもの。死
したい

体
の上

うえ

からひまわりが咲
さ

く絵
え

が多
おお

くみられる。ここで生
う

まれ、ここで死
し

ぬ。どこかに移
いどう

動すればよいとは考
かんが

え
ない」と語

かた

りました。
　
　会
かいじょう

場の空
くうき

気には真
しんけん

剣なものがあり、強
つよ

い関
かんしん

心と共
きょうかん

感
がよせられました。LIK は支

しえん

援の取
と

り組
く

みの中
ちゅうしん

心にい
る 3人

にん

に取
しゅざい

材しました。
　子

こ

どもたちがイベントで踊
おど

った寺
てらだ

田バレエ団
だん

の高
たかお

尾
美
み ち こ

智子代
だいひょう

表は、「たくさんの寄
き ふ き ん

付金が集
あつ

まっている。

ぜひ、ウクライナの芸
げいじゅつ

術のために使
つか

ってほしい」と言
い

います。長
ちょうなん

男で国
こくりつ

立キーウバレエ団
だん

の寺
てらだ

田宣
のぶひろ

弘さんは、
ダンサーと生

せいと

徒のためにヨーロッパでのバレエ関
かんけい

係の
受
うけいれさき

入先を探
さが

して力
ちから

をつくしています。

　ウクライナ国
こっか

歌をイベントの初
はじ

めに歌
うた

った京
きょうとこくさい

都国際
交
こうりゅうがっしょうだん

流合唱団。7
しちがつ

月にもウクライナ応
おうえん

援の演
えんそうかい

奏会を開
ひら

きます。津
つ だ

田隆
たかし

代
だいひょう

表は、「メディアの取
と

り上
あ

げ方
かた

は浮
う

き沈
しず

みが激
はげ

しい。うまく彼
かれ

らとつきあいながら、地
じみち

道
にコツコツやっていきたい」と話

はな

しました。
　門

かどかわ

川大
だいさく

作京
きょうとしちょう

都市長は、「ウクライナからの受
うけいれすう

入数は
現
げんざい

在 1家
かぞく

族と 5名
めい

の単
たんしんしゃ

身者、5月
がつ

の連
れんきゅうあ

休明けにはさら
に 3名

めい

の単
たんしんしゃ

身者がくる」と会
かいじょう

場に報
ほうこく

告しました。LIK
の取

しゅざい

材に対
たい

しては、「大
だいがく

学や企
きぎょう

業の支
しえん

援も広
ひろ

がってい
る。何

なんめい

名まで受
うけい

入れると区
く ぎ

切ることなく、支
しえん

援のふと
ころを深

ふか

めてゆきたい」と答
こた

えました。

　4
しがつまつ

月末現
げんざい

在で、住
じゅうたく

宅 66 件
けん

、
語
ごがく

学ボランティア 46 件
けん

の申
もう

し出
で

があります。戦
たたか

いの長
なが

び
く中

なか

、具
ぐたいてき

体的な支
しえん

援が京
きょうと

都で
動
うご

き出
だ

しています。
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「世
せけんさま

間様」、「空
くうき

気を読
よ

む」、「本
ほんね

音と建
たてまえ

前」など、日
にほんじん

本人がよく使
つか

う言
ことば

葉。でも
その意

い み

味や使
つか

い方
かた

について尋
たず

ねてみても、日
にほんじん

本人もうまく説
せつめい

明してくれません。
（というか、説

せつめい

明できません！）そんなもどかしい日
にほんじん

本人の「あるある」を、分
わ

かりやすく解
かいせつ

説した本
ほん

です。日
にほんじん

本人と話
はなし

をする時
とき

に、いい印
いんしょう

象を持
も

ってもらえる
一
ひとこと

言や、言
ことば

葉以
いがい

外の習
しゅうかん

慣など、憶
おぼ

えておくともっとコミュニケーションが楽
たの

しく
なる情

じょうほう

報を学
まな

べます。英
えいご

語、中
ちゅうごくご

国語、韓
かんこくご

国語の単
たんご

語ノートも充
じゅうじつ

実しています。もっ
と日

にほん

本のこと、日
にほんじん

本人のことを知
し

りたい人
ひと

へ、おすすめの一
いっさつ

冊です。

kokoka 2階
かい

にあるブックスペース「kokoPlaza（ココプラザ）」

には、日
にほん

本や外
がいこく

国の文
ぶんか

化を紹
しょうかい

介した本
ほん

や、日
にほん

本の生
せいかつ

活（法
ほうりつ

律、ビザ、

教
きょういく

育、子
こそだ

育て、防
ぼうさい

災など）について知
し

る本
ほん

、日
にほんごがくしゅう

本語学習のための

本
ほん

などがあります。ぜひ利
りよう

用してくださいね！

06

【オープン】9:30 〜 17:00

（月
げつようび

曜日 &月
げつまつさいしゅうびへいしつ

末最終日閉室）

【TEL】075-752-1187

【FAX】075-752-3510

※本
ほん

の貸
か

し出
だ

しはしていません。

鈴
す ず き

木 秀
ひでとし

利05　京
き ょ う と

都のeスポーツ

最
さいきん

近、ｅスポーツが注
ちゅうもく

目を集
あつ

めています。ｅスポーツは競
きょうぎ

技としてビデオゲームなどをプレーするもので、

来
らいねん

年、中
ちゅうごく

国で行
おこな

われるアジア大
たいかい

会の種
しゅもく

目にもなっています。そんな中
なか

、京
きょうとふ

都府ではｅスポーツを「新
あたら

しい文
ぶんか

化」と

考
かんが

えて、その振
しんこう

興に力
ちから

を入
い

れています。

kokoPlaza Letter

『改
か い て い し ん ぱ ん

訂新版 日
に ほ ん じ ん

本人の心
こころ

がわかる日
に ほ ん ご

本語』森
も り た

田六
ろくろう

朗（著
ちょ

）、アスク出
しゅっぱん

版、2021

今
こんかい

回、京
きょうと

都のｅスポーツについて、京
きょうと

都ｅスポーツ協
きょうかい

会の堀
ほりかわ

川宣
のぶかず

和

会
かいちょう

長に話
はなし

を聞
き

きました。京
きょうと

都ｅスポーツ協
きょうかい

会では、京
きょうとふ

都府や企
きぎょう

業・団
だんたい

体

などと協
きょうりょく

力してｅスポーツ普
ふきゅう

及のためにイベントの開
かいさい

催や情
じょうほうはっしん

報発信を

しています。そのひとつとして、京
きょうと

都ｅスポーツ協
きょうかい

会では、毎
まいつき

月２回
かい

「京
きょうとはい

都杯」という大
たいかい

会をオンラインで開
ひら

いています。大
たいかい

会には毎
まいかい

回２０チー

ムぐらいが出
で

ていて、そのうち半
はんぶん

分ぐらいは全
ぜんこく

国で有
ゆうめい

名なチームです。　　　

京
きょうと

都のｅスポーツについて堀
ほりかわかいちょう

川会長は「海
かいがい

外では中
ちゅうごく

国や韓
かんこく

国が特
とく

に進
すす

んでいて日
にほん

本はまだまだ遅
おく

れています。また、日
にほんこくない

本国内でも京
きょうと

都はそれ

ほど進
すす

んでいるわけではありません。京
きょうと

都には任
にんてんどう

天堂やマンガミュージ

アムなどがあり、良
よ

いコンテンツを持
も

っています。また、学
がくせい

生などｅス

ポーツ選
せんしゅ

手の中
ちゅうしん

心となる若
わか

い人
ひと

が多
おお

くいます。海
かいがい

外から来
く

る人
ひと

も多
おお

いで

す。今
こんご

後は、そういった京
きょうと

都の特
とくちょう

徴を生
い

かして、京
きょうと

都のｅスポーツを盛
も

り上
あ

げたい」と話
はな

していました。

ｅスポーツは、単
たん

に娯
ごらく

楽というだけでなく、地
ちいき

域の活
かっせいか

性化や子
こ

どもた

ちの教
きょういく

育につながったり、新
あたら

しい大
おお

きな産
さんぎょう

業になる魅
みりょく

力を持
も

っています。

今
こんご

後のｅスポーツの発
はってん

展に注
ちゅうもく

目です。
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（公
こ う ざ い

財）京
き ょ う と し

都市国
こ く さ い

際交
こうりゅう

流協
きょうかい

会

TEL : 075-752-3511

FAX : 075-752-3510

E-mail : office@kcif.or.jp

〒 606-8536

京
き ょ う と し

都市左
さ き ょ う く

京区粟
あ わ た ぐ ち

田口鳥
と り い ち ょ う

居町 2-1

地
ち か て つ

下鉄東
と う ざ い せ ん

西線 [T09] 蹴
け あ げ え き

上駅より徒
と ほ

歩６
ろ っ ぷ ん

分

開
か い か ん

館時
じ か ん

間 : 9:00 - 21:00　休
き ゅ う か ん び

館日 : 月
げ つ よ う び

曜日

（月
げ つ よ う び

曜日が祝
しゅくじつ

日の場
ば あ い

合、その翌
よ く じ つ

日の平
へ い じ つ

日）

LIK 編
へんしゅう

集ボランティア

石
い し は ら

原 詩
し え な

恵奈 / 石
い し は ら

原 啓
け い こ

子 / 生
い く た

田 稔
みのる

 / 池
い け み や ぎ

宮城 安
や す こ

子

岡
お か も と

本 圭
け い す け

介 / 金
か な や

谷 千
ち な み

菜美 / 川
か わ さ き

嵜 雅
ま さ し

司 / 古
こ そ の

園 美
み き

樹

小
こ た に

谷 仁
ひ と み

美 / 佐
さ と う

藤 未
み な

奈 /  澤
さ わ だ

田 淳
あ つ み

美 / 鈴
す ず き

木 秀
ひ で と し

利

西
に し き

木 美
み え

恵 / 藤
ふ じ た

田 リサ / 古
ふ る た

田 富
と み よ し

好 / 町
ま ち の

野 陽
よ う い ち

一

松
ま つ お

尾 有
ゆ き や

希也 / 水
み ず の

野 裕
ひ ろ し

司 / 八
や ぎ

木 俊
と し ゆ き

幸 / 湯
ゆ ざ わ

澤 公
き み お

朗

YU YANGHONG / LIN HSIU FENG

横
よ こ た

田 花
か の ん

音 / 市
いちのみや

宮  景
け い こ

子

オンラインでも読
よ

むことができます。
バックナンバーも公

こうかいちゅう

開中です。
外
がいこくじん

国人のためのくらしと文
ぶ ん か

化の情
じょうほうし

報誌
2022 年

ね ん

 夏
な つ ご う

号

https://www.kcif.or.jp/web/jp/publications/#lifeinkyoto

07　夏
な つ

の京
き ょ う と

都・アジサイの名
め い し ょ

所 横
よ こ た

田 花
か の ん

音

6 月
がつ

といえば梅
つ ゆ

雨のシーズンですね。雨
あめ

が多
おお

く、じめじめする時
じ き

期な
ので外

そと

に出
で

るのがいやだなと感
かん

じる方
かた

もいるかもしれません。そこで、
雨
あめ

があるからこそ風
ふぜい

情を感
かん

じさせてくれる「アジサイの名
めいしょ

所」を 3
みっ

つご
紹
しょうかい

介します。

まずご紹
しょうかい

介するのが、アジサイ寺
でら

と言
い

われるほど、関
かんさい

西指
ゆびお

折りのアジ
サイの名

めいしょ

所である「三
み む ろ と じ

室戸寺」です。こちらは宇
う じ し

治市にあるのですが、
花
はな

の寺
てら

としても知
し

られており、5月
がつ

にツツジ、6月
がつ

にアジサイ、7月
がつ

に
はハスなど、様

さまざま

々な花
はな

が美
うつく

しく咲
さ

き続
つづ

けます。こちらのお寺
てら

では、6月
がつ

の初
しょじゅん

旬から下
げじゅん

旬にかけて「あじさい園
えん

」が毎
まいとし

年公
こうかい

開されています。50
種
しゅるい

類、約
やく

２万
まんかぶ

株ものアジサイが咲
さ

いている姿
すがた

は圧
あっかん

巻です。土
どにち

日には、ラ
イトアップも行

おこな

われており、幻
げんそうてき

想的なアジサイも見
み

る事
こと

ができます。

続
つづ

いては、「藤
ふじのもりじんじゃ

森神社」のアジサイをご紹
しょうかい

介します。毎
まいとし

年、6 月
がつちゅうじゅんごろ

中旬頃
にアジサイ祭

まつ

りが行
おこな

われており、おおよそ 3500 株
かぶ

のアジサイが色
いろ

と
りどりに咲

さ

いています。この時
じ き

期には、アジサイの花
はな

が描
か

かれた特
とくべつ

別な
御
ごしゅいん

朱印もいただく事
こと

ができます。

最
さいご

後に、「梅
うめみやたいしゃ

宮大社」をご紹
しょうかい

介します。ここでは、アジサイだけでなく、
ハナショウブ、スイレンも見

み

る事
こと

ができ、カラフルな境
けいだい

内は梅
つ ゆ

雨の暑
あつ

さ
も忘

わす

れさせてくれるほど美
うつく

しいこと間
まちが

違いなしです。アジサイは、毎
まいとし

年​​
6 月
がつじょうじゅん

上旬～ 7月
がつじょうじゅんごろ

上旬頃に楽
たの

しめます。ぜひ、機
きかい

会があれば足
あし

を運
はこ

んでみ
てください。


